
大学執行部

受験生

高校進路指
導担当教諭

高校教員 A大学職員

入試担当
理事

一般入試の
受験希望者

ステップ１： 参加者分析

（入試の）広
報担当教員

広報担当
職員

入試担当
教員

大学教員

H26年度
入学生

入試担当
職員

1

5班
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特別高校推
薦の高校

予備校
関係者

高校他

受験者家族

指定校推薦
の受験
希望者

推薦入試の
受験希望者

大学職員
（キャリア
担当）

就職先企業
担当者



高校教員・学
生の求める情
報が提供でき

ていない

高校教員への
アプローチが
足りない

特別推薦制度
について伝え
きれていない

筆記試験
がない

オープンキャ
ンパスの予算
が少ない

オープン
キャンパスの
スタッフが
足りない

説明会に遠方
の高校が集ま
れていない

入試担当教員
が入試内容・特
徴をよく理解
できていない

担当外教職
員の参加率

が低い

適切な数の
受験生を確保
できていない

出前授業
に負担感
がある

進学メリッ
トが理解で
きていない

オープン
キャンパスが
成功して
いない

受験倍率
が低い

オープン
キャンパスに
3年生が
少ない

入試制度
が伝わら
ない

オープン
キャンパスの
来場者が
増えない入試協力体

制を確立で
きていない

志望順位が
高い学生が

少ない

安・近・短
に当てはま

らない

大学が
自宅から
遠い

広報予算
少ない

オープン
キャンパスの
企画が上手く
いっていない
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大学
執行部

A大学
一般職員

（入試の）
広報担当教

員

広報担当
職員

入試担当
教員

大学
一般教員

入試担当
職員

ステップ１：

課題系図

説明会
会場が少

ない

知名度
（ブランド）
がない

出口の質保
証を説明で
きていない

学力が
測れない

教員の危
機感が
低い

高校に伝える
べき情報を分
かっていない

教職員が大学
を取り巻く環
境に気づいて

いない

生徒の聴き
たい講義内
容ではない

入試広報
の影響度
が低い

広報ツール
が作られて
いない

新しい広報
アイディア
がない

偏差値が
上がら
ない



高校教員・
学生の求め
る情報が
提供できる

オープン
キャンパスの
十分な予算

がある

筆記試験
を実施す

る

広報予算
が十分に

ある

オープン
キャンパスの
企画が上手く

いく

説明会
会場が多

い

出前講義の
内容が要望
に合っている

説明会に
遠方の高校
も参加できて

いる

担当外教
職員の参
加率が高い

適切な数の
受験生を確
保できる

担当教員
に手当が

出る

入試広報
の影響度
が高い

オープン
キャンパス
が成功する

教職員が大
学を取り巻く
環境変化に
気づいている

オープン
キャンパスに
3年生の来場
が増える

オープン
キャンパスの
スタッフが十
分にいる

新しい広
報アイディ
アがある

適切な広報
ツールが作
られている

高校生の聴
きたい講義
内容である

出前授業
に負担感
がない

志望順位
が高い学生
が増える

高校に伝え
るべき情報を
理解している

入試協力体
制が確立さ
れている

教職員の
危機意識
が高い

オープン
キャンパスの
来場者数が

増える
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H28/12/16 EAワークショップ
（独）大学改革支援・学位授与機構ステップ２：

目的系図・

実行プロジェクト選定

入試担当教職
員が入試内容・
特徴をよく理解
できている

知名度
（ブランド）
が上がる

出口の質
保証を説
明できる

学力が
測れる

ディプロマポ
リシーに基づ
いた人材が
育成できる

カリキュラムポ
リシーに基づい
た教育が行わ
れている。

アドミッションポ
リシーに基づい
た人材を受け
入れている

大学の魅力
を理解させる
ことが出来る

入試制度
が伝わっ
ている

特別推薦制
度について
伝えきれてい

る

④教育の
質保証PJT

③高校訪問 ・
説明会PJT

②オープン
キャンパスPJT

①出前講義PJT

⑤ガバナンス
改革PJT

塾・予備校へ
のアプローチ
が十分できて

いる

高校教員へ
のアプローチ
が十分できて

いる


